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は
じ
め
に

　

無
常
偈
は

阿
含
や

大

乗
経
典
に

散
見
さ

れ

る

偈

頌
で

あ
る

。

阿

含
経

典
で

は

『

遊

行
経
』

の

中

で

釈
尊
入
滅

後
に

、

大
乗

経
典
で

は

『

大
般

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　

（
1）

涅

槃
経
』

（

以

下
『

涅
槃
経
』

）

聖
行
品
の

雪

山

童
子
の

物
語
（

以

下
、

雪
山

　

　
（
2

）

求
道
物
語
）

に

説
か

れ

る
。

無
常
偈

は
、

「

無

常
を

説
く

偈
」

と

し
て

の

　
（

3
）

研

究
、

又

は

雪

山

求
道
物

語
へ

の

言
及

、

経
中
で

素
材
と

な
る

他

経
典

　

　
　
　

　（
4
∀

の

確
定
・

推
定
な

ど

を
中

心

に

研

究
さ
れ
て

き
た

。

し

か

し

管
見
の

限

り
で

は

『

涅

槃
経
』

に

お

け

る

無
常
偈
等
の

説
話
の

素
材
の

扱
わ
れ

方

に
つ

い

て

は

未
だ

十
分

に

解
明

さ

れ

て

い

な
い

。

よ
っ

て

本

稿
は

、

無

常

偈
が
存
在
す
る

経
典
の

使
用

傾
向
を

基
に

、

『

涅
槃
経
』

が
説
話
の

素

材
を
ど

の

様
な
意
図
で

扱
う
の

か

を

考
察
し
た

も
の

で

あ
る

。

一

　
『

涅
槃
経
』

の

「

無
常
偈
」

　
『

涅
槃
経
』

に
は

純
陀
品
と

聖

行
品
に

無
常
偈

が

存
在
す
る

。

（

一
）

純
陀

品
　
純
陀
品
で

は
、

純
陀
が
釈
尊
へ

の

最

後
の

供
養
を
認
め

ら

れ

た
後

、

文
殊
師
利
と

純
陀
に

よ

る

問
答
が

始

ま
る

。

こ

の

問
答
は

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
5）

純
陀
の

「

如
来
は

無

為
で

あ
る
」

と
い

う
答
え
に

収
束

す
る

。

し

か

し

純
陀
は

、

釈
尊
が

涅
槃
に

入
る

瑞
相
を

示
し

た

後
に

「

入
滅
し

な
い

で

欲

　
（

6）

し

い
」

と
、

釈

尊
に

請
う

。

純
陀
に

対

し
、

釈
尊
は

「

そ
の

様
な

事
を

言
っ

て

は
い

け
な
い

、

私
が

今
日

、

涅

槃
に

入
る

の

は

貴

方
を

含
め

た

全
て

の

者
の

為
で

あ
り

、

こ

れ

ま
で

示
し

て

き
た

教
え
と
の

矛
盾
は

無

　
　
　
（

7）

い

だ

ろ

う
」

と

述
べ

た

後
に

、

純
陀
品
の

無

常
偈
で

あ

る

「

有
為
之
法

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

8）

其
性
無
常
　
生
已
不
住
　
寂
滅
為
楽
」

を

唱
え
る

。

そ
の

後
の

説
明
の

中

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

9
）

で

釈
尊
は
如

来
の

身
体
も
無

常
で

あ
る

と

説
き

、

純
陀

を

慰
め

る
。

そ

し
て

純
陀
は

、

「

衆
生
の

為
に

如
来
は

方
便
と

し
て

涅
槃
に
入

る
」

こ

と

は

理

解
し
て

い

た

が
、

己
の

感
情
を

抑
え
ら
れ
な
か
っ

た

と

吐
露
し

た

後
、

釈
尊
へ

の

供
物
を
調
え

る

為
に

会
座
か
ら

去
り
純
陀
品
は

終
わ
る

。

（

二
）

聖
行
品

　
聖
行
品

で

は
、

迦
葉
菩
薩
が

『

涅
槃
経
』

の

受
持
と

流

布
の

誓
願
を
建
て

る

中
で

、

自
ら
の

身
を
犠
牲
に

し

て

で

も

『

涅
槃
経
』

の

教
え
を

護
持
し

よ

う
と

す
る

姿
を

表
す

。

こ

れ
に

対
し
て

釈

尊
は

迦

葉
菩
薩
に

、

諸
の

大
菩
薩
に
先
ん

じ

て

成
道
す
る

と

の

授
記
を

与
え
る

。
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こ

の

後
、

釈
尊
の

本
生

譚
で

あ

る

雪
山
求
道

物
語
が

語
ら
れ

る
。

こ

の

本
生

譚
は

、

そ
の

昔
無
仏
の

時

代
、

釈
尊
は

雪
山
で

修
行
す
る

婆
羅
門

だ
っ

た
と
い

う
回
顧
か

ら

始
ま

る
。

釈
提

桓
因
が

婆
羅
門
を

試
す

為
に

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
10）

羅
刹
に

変
じ
て

、

無

常
偈
の

前
半
部
で

あ
る

「

諸

行
無
常
　
是
生
滅
法
」

を

説

く
と

、

婆
羅

門
は

羅
刹
に

偈
頌
の

後

半
部
を
乞
い

、

引
換
え
に

自

身
を

食
と

し
て

羅
刹
の

為
に

差

し

出

す
と

約
束
す
る

。

後
半

部
の

「

生

　
　
　

　

　

　

　
（

11
）

滅
滅
已

　
寂
滅

為
楽
」

を
聞
き

終
り

、

偈
頌
を

後
世

に

残
す
為
に

そ
の

場
の

物
に

刻
み

付
け

、

羅
刹
の

為
に

木
の

上
か

ら

身
を

投
げ
る

。

す
る

と

羅

刹
は

釈
提
桓
因
に

戻
り

婆
羅
門
を
受

け
止
め

、

他
の

天

達
と

共
に

敬
い

、

姿
を

消
し

て

物
語
は

終
わ

る
。

こ

の

物
語
を

語
り
終
え
た

後
、

か
つ

て

は

釈
尊

自
身
も

己
の

身
を

犠
牲
に

し

た

護
法
の

因
縁

に
よ
っ

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12）

て
、

弥

勒
に

先
ん

じ

て

成
道
し

た

と

す
る

超
越

成
仏
を

説
明
し

、

自
ら

　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
13
）

の

本
生

譚
が

迦

葉
菩
薩
へ

の

授

記
の

先
例
で

あ
る
こ

と

を

明
か

し
て

聖

行
品
は

終
わ

る
。

二

　
「

無
常
偈
」

が

存

在
す
る

漢
訳

経
典

　

無
常
偈
が

存
在
す
る

漢
訳
経
典
は

以

下
の

通
り
で

あ
る

。

『

長
阿
含

経
』

（
『

遊
行
経
』

、

大
正
一
）

、

『

般

泥
沮
経
』

（
同
上
）

、

『

大
般
涅

槃
経
』

（
同
上
）

、

『

雑
阿
含
経
』

（

第
五

七
六

経
・

第
九
五
六

経
・

第
】
一

九

七

経
、

大

正
二
）

、

『

別
訳
雑
阿

含

経
』

（

第
一

六
一

経
・

第
三

五

〇

経
・

第

一
一

〇

経
、

同
上
）

、

『

過
去
現
在
因
果
経
』

（
大
正
三
）

、

『

仏

所
行
讃
』

（
大

正

四
）

、

『

大
般

涅
槃
経
』

（

大

正

十
二
）

、

『

大
般

涅
槃
経
』

（

同
上
）

、

『

大

『

涅
槃
経
』

と

「

無
常
偈
」

（

森

山）

悲

経
』

（
同
上
）

、

『

摩

訶
摩
耶

経
』

（
同

上
）

、

『

弥

勒
大

成
仏

経
』

（
大

正

＋
四

）

、

『

根
本
説
一

切
有
部
毘
奈
耶
雑
事
』

（
大
正
二

卜
四

）

〈

「

無
常
偈
」

の

使
用
傾

向
〉

　
一

、

仏
と
一

生

補
処
菩
薩
の

入
滅
が

そ
の

舞
台
で

あ

る
。

　
二

、

偈
頌
を

唱

え
る

場
面
で

は
、

無
常
に

関
す
る

説
示

が
あ
る

。

　
三

、

偈
頌
の

唱

者
が

釈
尊
も
し

く
は

帝
釈
天

で

あ

る
。

　
以

上

の

三

点
が

無
常
偈
を

使
用
す
る

経
典
に

見
ら

れ
る

傾
向
で

あ
る

。

三

　
使
用
傾
向
か
ら
み

た

『

涅
槃
経
』

の

「

無
常

偈
」

（

一
）

純
陀
品
　
『

涅
槃
経
』

純
陀
品
で

は

経
題
の

通

り
、

釈

尊
の

入

滅

と
い

う
流
れ
の

中
で

説
か

れ
、

前
節
の

三

点
の

傾

向
全
て

に

該
当
す
る

。

純
陀

品
の

無
常

偈
は

、

仏

身
の

無

常
を

示

す
こ

と

が
目

的
で

あ
ろ

う
。

何
故
な

ら

ば
、

純
陀
品
の

冒
頭
で

は

「

如
来

常
住
」

の

提
示
の

み

を

行

い
、

そ
の

内
容
（
秘
密
蔵

、

常
楽
我
浄
な
ど
）

は

未
だ

開
示
さ

れ

ず
、

思
想

内
容
の

開
示
は

続
く
哀
歎
品
以
降
に

さ

れ

て

い

く
か
ら

で

あ

る
。

従
っ

て

純
陀
品
の

無

常
偶
は

、

釈
尊
の

身
体
の

無

常
を

説
明

す
る
こ

と

が

目

的
で

あ

り
、

他

経
典
と

同
様
の

使
用
傾

向
で

あ
る

。

し

か

し
、

純
陀

品

冒
頭
で

は
、

仏

身
の

常
住
が

示
さ
れ

、

ま
た

純
陀
が
「

如
来
は

無
為
で

あ
る
」

と
述
べ

て

い

る
。

つ

ま
り

、

純
陀
品
の

無
常
偈
と

は
、

釈
尊
の

入
滅
と

い

う
無

常
を

強
調
し
、

改
め

て

常
住
へ

と

展
開
す
る

流
れ

を

作

り
出

す
も
の

で

あ
り

、

「

入

滅
す
る

仏
が
何
故
法
身
で

あ
り

、

無
為
で

あ

る

の

か
」

と

い

う
問
題
を

想
起
さ
せ

、

続
く
哀

歎
品
で

の

比
丘
達
へ

の

175一
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『

涅
槃
経』

と

「

無
常
偈
」

（
森

山）

説
法
を

引
出

し
、

『

涅
槃
経
』

の

思
想
を
紐
解
く
発
端
と

し

て

の

役
割
を

担
っ

て

い

る
と

思
わ

れ
る

。

（
二
）

聖

行
品

　
聖

行
品

に

は
、

無
常
偈
の

使
用
傾
向
が

直
接
当
て

は
ま

ら
な
い

が
、

入

滅
の

間
際
と
い

う
経
典
を

通
し

た

場
面
設
定
や

、

無
常

の

教
え
を

基

礎
と

し
て

「

如

来
常
住
」

と
い

う
新
た

な

思

想
を

経
典
中

　
　
　（
14
）

一

貫
し

て

説
き
続
け
る

点

か

ら
、

間
接
的
に

は

傾
向
を

踏
襲
し

て

い

る

と

考
え
ら

れ

る
。

聖

行
品
の

文
中
に

見
ら
れ

る

無
常
偈
は

他
と

異
な
り

、

捨

身
の

決
意
を

見
せ

た

迦

葉
菩
薩
の

誓
願
と

対

と

な
る

形
式
で

、

釈

尊

自

身
の

捨
身
の

本
生

譚
を

紹
介
す
る

必

要
に

よ

り、

偈
頌
が

分

割
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ

は

正

法
護

持
と

い

う
聖

行
の

結

果
を
、

例
を

挙
げ
て

明

確
に

示
す
と
い

う
構
成

上

の

意

図
が

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

次
に
、

前
半
部
は

無
常
を

表
す
も

の

と
し

て

理

解
で

き

る
。

問
題
は

捨

身
を

行

う
程
に

望
ん

だ

後
半

部
で

あ
る

。

純
陀
品
の

様
に

仏
身
の

無
常
を

示
す

の

み

で

は

な
い

は

ず
で

あ
る

。

何

故
な
ら

ば
、

聖

行
品
に

至
る

ま
で

に

『

涅
槃
経
』

の

主

た

る

思

想
で

あ
る
、

「

如

来
常
住
」

や

「

悉

有
仏

性
」

な

ど
は

示
し

終
え
て
い

る

か

ら

で

あ
る

。

傍
証
と

な
る

も
の

を
挙
げ
る

。

・

物
語
中
の

婆
羅
門
（
釈
尊
）

の

設
定
と

し

て
、

菩
薩
行
を

修
め

、

常
楽

我
浄
の

法
を

受
持
し

、

大
乗
経
典
を
求
め

て

い

た
。

・

経
典
の

文
脈
上

、

迦

葉
菩
薩
に

対
す
る

授
記
の

先
例
と

し

て

雪
山
求

道
物
語
が

示
さ

れ

る
。

そ

の

事
か

ら
、

物
語
中

の

捨
身
を
行
い

求
め

た

法
と
は

、

『

涅
槃
経
』

の

教
え
と

同
内
容
と

考
え
ら

れ

る
。

　

以
上
に

よ

り
、

聖

行
品
の

無

常
偈
後
半
部
は

、

経
典
が
こ

の

品
以
前

ま

で

に

明
か
し

て

き
た

、

無

為
で

あ
り

常
住
で

あ
る

如
来
の

状
態

、

仏

の

本
性
と

し

て
の

仏
性
を
表
し

て

い

る
の

で

は

な
い

か
と

推
定
で

き
る

。

ま
と

め

　
本
稿
で

は
、

『

涅
槃
経
』

の

構
成

素
材
の
一

つ

と

し
て

無
常
偈
に

注
目

し
、

無
常
偈
が

示
さ

れ

る

経
典
の

偈

頌
の

使
用
傾
向
を
確
認
し

た
。

そ

れ

に

よ

り
入

滅
と

無
常
の

説
示
を
無

常
偈
に
連
関
さ
せ

て

説
く
傾
向
が

存
在
す
る
こ

と

が

明
ら
か

と
な
っ

た
。

こ

れ
を

踏
ま

え
る

と

『

涅
槃
経
』

は

仏

伝
経
典
な

ど

の

傾
向
を
踏
襲
し
つ

つ

も
、

教
説
に

沿
い

つ

つ

偈
頌

に

新
た

な

役
割
や

価
値
を
与
え
て

い

る

と

考
え
ら

れ

る
。

又
、

『

涅
槃
経
』

で

は
二

つ

の

無
常
偈
に

別
の

役
割
を

持
た

せ

て

使
用
し
て

い

る

と

考
え

る
。

純
陀
品
の

無
常
偈
は

、

「

涅
槃
経
』

の

中

心
思
想
で

あ
る

「

如
来
常

住
」

を

展
開
さ
せ

て

い

く
発
端
と

し

て

の

役
割
を

担
わ

せ
、

一

方
の

聖

行
品
の

無
常
偈
は
、

『

涅
槃
経
』

の

教
え
（
常
楽
我
浄
や

仏
性
）

そ
の

も
の

と

し

て
、

経
典
の

教
え

を

通
し
て

修
行
し
た

菩
薩
の

超
越
成
仏
と
い

う

成
果
の

役
割
を

担
わ

せ
、

『

涅
槃
経
』

の

功
徳
を

誇
示
し
よ

う
と

し
て

い

る

と

考
え
ら

れ
る

。

1
　
便
宜

上、

『

涅
槃
経
』

の

品

名
は
、

曇
無
讖
訳
四

十
巻

本
（

北
本
）

を

再

　
治

し
た

三

十
六
巻
本
（
南
本
）

を

使
用
し
た

。

2
　
〈

北
本
〉

大
正
十
二

、

四
四
九

b
九

−
四

五
一

a
二

七

行
、

〈

南
本
〉

大
正

　
十
二

、

六
九
一

b
三

ー
六
九
三

a

二

八

行
。

3
　
山
田
一

九

七
三

、

村
上
一

九
八
七

、

高
橋
　

九
八

八
な
ど

。
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4
　

河

村
一

九
七
二

、

　一

九
七

四
な
ど

。

5
　
〈
北
本
〉

大
正

十
二

、

三

七

四
a

二

ニ

ー
二

三

行
、

〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

　
六

＝
二

c
一

四
行

。

6
　
〈

北
本
〉

大
正

十
二

、

三

七

五

a

二

〇

1
二
一

行
、

〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

　
六
一

四
c
一

五

1
＝
ハ

行
。

7
　
〈

北
本
〉

大
正

十
二

、

三

七

五

a

二

ニ

ー
二

四

行
、

〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

　
六
一

四
c
一

六
−
一

九

行
。

8
　
〈

北
本
〉

大
正

十
二
、

三
七

五

a

二

六

−
二

七

行
、

〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

　
六
一

四
c

二
一

−
二

二

行
。

9
　
〈

北
本
〉

大
正

十
二
、

三

七

五

a

二

八

lb
一

行
、

〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

　
六
一

四

c
一
＝

ニ

ー
二

五

行
。

10
　
「

諸
行
無
常
　
是
生

滅

法
」

〈

北
本
〉

大
正

十
二

、

四
五

〇
a
一

六

行
、

　
〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

六
九
二

a

＝
二

行
。

11
　
「

生

滅
滅
為
　
寂
滅
為
楽
」

〈
北

本
〉

大
正

十
二

、

四
五
一

a
一

行
、

〈

南

　
本
V

大
正

十
二
、

六
九
三
a
一

行
。

12
　
「

善
男

子
。

如
我
往
昔

為
半

偈
故
捨

棄
此
身

。

以

是

因
縁
便
得
超
越

足

　
十
二

劫
。

在

弥

勒

前

成

阿

耨

多
羅

三

藐

三

菩

提
。

」

〈

北

本
〉

大

正

　
十
二

、

四
五
一

a

二

七

ー
b
一

行
、

〈

南
本
〉

大
正

十
二

、

六

九
三

a

二

八

　
lb

二

行
。

尚
、

こ

の

文
脈
で

「

超
越
成
仏
」

と

呼
ぶ

こ

と
に

つ

い

て

は
、

　
横
超
一

九
八
一

（

＝
ハ

七

頁）

に

依
っ

た
。

13
　
釈
尊
自
身
の

本
生
譚
を

、

迦

葉
菩
薩
へ

の

授
記
の

先
例
と
し

た
と

す
る
理

　
解
は

、

横
超
］

九
八
一

（

一

六
七

頁
）

に

お
い

て

指
摘
さ
れ

て
い

る
。

14
　
『

涅
槃
経
』

に
お
い

て

「

如
来
常
住
」

が
終
始
主

張
さ

れ
る

思
想
で

あ
る

　
こ

と

は、

横
超
一

九
八
一

、

高
崎
二

〇

〇
九

、

織
田
二

〇
一

〇

な
ど
で

指
摘

　
さ
れ
て

い

る
。

『

浬
槃
経
』

と

「

無
常
偈
」

（
森
　
山
）

〈

参
考
文
献
〉

横
超
慧
日

『

涅
槃
経

−
如
来
常
住
と

悉
有
仏
性

1
』

（

平
楽
寺
書
店、

　
一

九
八
一

年
）

織
田

顕
祐
『

大
般
涅
槃
経
序
説
』

（
東
本
願

寺
出
版
部

、

二

〇
一

〇

年）

河
村
孝
照
「

大
乗
涅
槃
経
所
引
の

経
典
に
つ

い

て
」

（
『

印
仏
研
』

第
二

〇

巻
第

　
二

号
、

一

九
七
二

年、

五

四

−
五

九
頁
）

河
村
孝
照
「

大
乗
涅
槃
経
に

お

け
る

説
話
の

素
材
に

つ

い

て

の
一

考
察
」

（
『

印

　
仏
研
』

第
二

二

巻
第
二

号、

一

九
七
四

年、

三

八
六

ー
三

八

九

頁）

高
崎
直
道
『

高
崎
直
道
著
作
集
第
四

巻

如
来
蔵
思
想
の

形
成
1

』

（

春
秋

社、

　
二

〇
〇

九

年
）

高
橋
審
也
「

諸
行
の

寂
滅
に

つ

い

て
」

（
『

武

蔵
野
女
子
大
学
仏

教
文
化
研
究
所

　
紀
要
』

第

六
号、

一

九
八

八

年
、

一

九

−
三
〇

頁）

長
谷
川
滋
「

大
般

浬
槃
経
の

研
究
」

（

『

密
教

文
化
』

第
一

〇

五

号
、

一

九
七

四

　
年

、

二

〇

1
三

九

頁）

村
上

真
完
「

諸
行
考
（
1
）

1
原
始
仏
教
の

心
身
観

1
」

（
『

仏
教
研

究
』

　
第
一

六

号
、

一

九
八

七
年、

五
一

−
九

四

頁
）

山
田

恭
道
「

無
常
観
」

（
『

日

本
仏
教

学
会
年
報
』

第
三

八

号
、

一

九
七
三

年、

　
二

六
一

−
二

七
九

頁）

〈

キ

ー
ワ

ー

ド
〉

　
雪
山
童
子、

本
生
譚

、

純
陀
品、

聖

行
品

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
（
大

谷
大

学
大
学
院）
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